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研究では、著者は VEGF-D という可溶性因子に着目した。なぜならば、VEGF-D はリンパ管内皮細胞に dominant
に発現する VEGFR-3 受容体に結合しリンパ管新生を誘導するため、VEGF-D シグナルを阻害する事により














筋肉腫細胞株である SJCRH30 を同定した。また、横紋筋肉腫の臨床サンプルを用いた解析で、CXCR4 の高発現
と高い転移率が相関するという報告もあったため、横紋筋肉腫という癌腫に着目し研究を実施した。CXCR4を発
現した transfectantをマウスに免疫をする細胞免疫法とハイブリドーマ法により、モノクローナル抗体 CF172を取
得した。CF172 はヒト CXCR4 に特異的に結合し、SDF1 と CXCR4 の結合阻害活性を有していることが確認され
た。加えて、SDF1による SJCRH30の in vitro細胞遊走活性が CF172添加により阻害できる事も明らかとなった。

















平成 28年 2月 1日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め。関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資質を有するものとして認める。 
